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町の観光情報町LINE
友だち追加

役 場 庁 舎 前 の 真 っ 赤 な り ん ご を 園 児
た ち が 小 さ な 手 で 一 生 懸 命 も ぎ 取
り ま し た 。自 分 の 手 で 収 穫 し た 喜 び
で 、園 児 た ち の 笑 顔 が 溢 れ ま し た 。

町制施行

広報広報



　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
町
内
で
は
朝
晩
の
冷
え

込
み
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
、
冬
の

足
音
が
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
11
月
は
町
の
内
外

で
多
く
の
皆
さ
ま
と
直
接
お
会
い
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
、
改
め
て
山
ノ
内

町
の
魅
力
と
可
能
性
を
感
じ
た
月
と

な
り
ま
し
た
。

産
業
祭
で
の
り
ん
ご
販
売

　
埼
玉
県
の
熊
谷
市
産
業
祭
と
群
馬

県
の
玉
村
町
産
業
祭
に
お
い
て
、
山

ノ
内
町
の
り
ん
ご
を
販
売
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
年
も
本
当
に
多
く
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
両
会
場
と
も
大
盛
況
。
中
に
は

「
3
時
間
並
ん
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る

方
も
い
て
、
そ
の
熱
意
に
私
た
ち
も

驚
き
つ
つ
、
り
ん
ご
農
家
の
皆
さ
ん

の
努
力
の
結
晶
が
し
っ
か
り
伝
わ
っ

て
い
る
の
だ
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。

　
「
他
の
り
ん
ご
と
は
味
が
全
然
違

う
」
「
毎
年
こ
れ
を
買
う
の
が
楽
し

み
」
「
去
年
買
っ
て
本
当
に
お
い
し

か
っ
た
か
ら
今
年
も
来
た
よ
」
な
ど

そ
ん
な
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
一
年
を
通
し

て
丁
寧
に
育
て
て
き
た
品
質
の
高
さ

が
、
県
外
の
お
客
様
に
も
確
か
に
届

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
山
ノ
内
町
の
り
ん
ご
が
こ
れ
ほ
ど

評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
町
と
し

て
も
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。
引

き
続
き
町
の
果
樹
の
ブ
ラ
ン
ド
力
増

進
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

30
全
国
町
村
会
大
会
に
出
席

　
11
月
12
日
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
を

い
た
だ
い
た
レ
ッ
ド
ホ
ー
ス

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

　
同
社
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
シ
ス
テ
ム
提
供
な
ど
、
以

前
か
ら
町
と
関
わ
り
が
深

く
、
代
表
取
締
役
の
山や

ま
だ
け
ん
す
け

田
健
介

氏
は
「
長
野
県
と
い
う
と
社
内

で
も
山
ノ
内
町
が
浮
か
ぶ
」

と
親
し
み
を
語
り
ま
し
た
。 

　
寄
附
金
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
充
当
さ
れ
、
平

澤
町
長
は
「
地
域
資
源
の
商
品
開

発
な
ど
で
町
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、

関
係
人
口
増
加
に
つ
な
げ
た
い
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
拡

大
へ
の
協
力
も
お
願
い
し
た

い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。 

　
山
田
氏
も
「
寄
附
に
関
わ
ら
ず

山
ノ
内
町
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
感
謝

▲感謝状贈呈の様子
　右から山田氏、平澤町長

　
全
国
か
ら
町
村
の
首
長
が
一
堂
に

会
す
る
大
変
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

多
く
の
学
び
と
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
高た

か
い
ち
さ
な
え

市
早
苗
総
理
大
臣
も

来
賓
と
し
て
挨
拶
さ
れ
、
「
強
い
日

本
経
済
を
必
ず
つ
く
る
」
と
い
う
力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
や

挑
戦
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
人
口
減

少
へ
の
向
き
合
い
方
、
地
域
産
業
の

つ
く
り
方
、
観
光
政
策
の
工
夫
な
ど
、

ど
の
町
村
に
も
参
考
に
な
る
視
点
が

あ
り
、
多
く
の
首
長
と
意
見
交
換
が

で
き
た
こ
と
で
、
新
し
い
ヒ
ン
ト
を

た
く
さ
ん
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
キ
ー
部
保
護
者
と
の
懇
談

　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
い
、
新

し
い
ス
キ
ー
部
の
体
制
を
町
内
で
作

る
た
め
に
、
ス
キ
ー
部
の
コ
ー
チ
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
懇
談
す
る
場
を

作
り
ま
し
た
。

　
僕
も
お
世
話
に
な
っ
た
ス
キ
ー
部

が
こ
れ
か
ら
な
く
な
る
方
向
な
の
は

少
し
寂
し
い
で
す
が
、
こ
の
志
賀
高

原
の
あ
る
山
ノ
内
町
で
育
つ
子
供
た

ち
が
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
打
ち
込

め
る
環
境
を
作
る
の
は
大
人
の
勤
め

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ベ
ス
ト
な

方
法
を
大
至
急
構
築
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

※

E
S
D
交
流
会

　

E
S
D
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
山

ノ
内
町
の
三
つ
の
小
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
の
学
び
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
な
ら
で
は
の
視
点
で

考
え
ら
れ
た
取
り
組
み
は
ど
れ
も
興

味
深
く
、
私
自
身
と
て
も
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。

　
発
表
後
に
は
意
見
交
換
の
時
間
が

あ
り
、
小
学
生
た
ち
が
自
由
に
意
見

を
ぶ
つ
け
合
う
姿
は
頼
も
し
く
、
未

来
の
山
ノ
内
町
を
担
う
若
い
力
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

※

E
S
D
…E

d
u

c
a

tio
n

 fo
r 

Sustainable D
evelopm

ent

（
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）の
略

　
い
よ
い
よ
町
は
冬
本
番
を
迎
え
ま

す
。
志
賀
高
原
も
雪
に
包
ま
れ
、
多

く
の
人
が
待
ち
詫
び
た
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
今
年
は
志
賀
高
原
が
北
米
の
メ

ジ
ャ
ー
な
シ
ー
ズ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ

「IKO
N

 PA
SS

」
に
参
画
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
北
米
を
中
心
と
し

た
海
外
の
お
客
様
が
増
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
、
冬
の
観
光
経
済
に
も
大

き
な
追
い
風
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
国
際
的
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
の
認
知
が
さ
ら
に
広
が
る
一
年
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
は
一
年
の
締
め
く
く
り
の
月

で
あ
り
、
同
時
に
次
の
年
へ
の
準
備

が
始
ま
る
大
切
な
時
期
で
す
。
町
民

の
皆
様
と
と
も
に
、
こ
の
冬
も
安
全

で
楽
し
い
季
節
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
暖
か
く
し
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

▲熊谷市産業祭での様子
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町の財政執行状況を公表します。

令和７年4月 1日から 9月 30日までの状況です。

さらに詳細なデータは町ホームページでご覧いただけます。

一般会計予算額　89億573万円
（歳　入）収入済額　40 億 266 万円　44.9%

収入内容収入内容 予　算　額予　算　額 収 入 済 額収 入 済 額 収入率収入率
地方交付税地方交付税 30 億 6,495 万円30 億 6,495 万円 21 億 1,070 万円21 億 1,070 万円 68.9%68.9%
町 税町 税 16 億 9,492 万円16 億 9,492 万円 9 億 2,083 万円9 億 2,083 万円 54.3%54.3%
国庫支出金国庫支出金 8 億 7,175 万円8 億 7,175 万円 1 億 4,240 万円1 億 4,240 万円 16.3%16.3%
寄 附 金寄 附 金 6 億 8,455 万円6 億 8,455 万円 1 億 6,804 万円1 億 6,804 万円 24.5％24.5％
県 支 出 金県 支 出 金 4 億 6,331 万円4 億 6,331 万円 7,779 万円7,779 万円 16.8％16.8％
地方消費税交付金地方消費税交付金 2 億 6,000 万円2 億 6,000 万円 1 億 8,128 万円1 億 8,128 万円 69.7％69.7％
そ の 他そ の 他 18 億 6,625 万円18 億 6,625 万円 4 億 162 万円4 億 162 万円 21.5%21.5%

（歳　出）支出済額　29 億 8,357 万円　33.5%

支出内容支出内容 予　算　額予　算　額 支 出 済 額支 出 済 額 執行率執行率
総 務 費総 務 費 17 億 6,499 万円17 億 6,499 万円 5 億 700 万円5 億 700 万円 28.7%28.7%
民 生 費民 生 費 16 億 5,667 万円16 億 5,667 万円 6 億 8,527 万円6 億 8,527 万円 41.4%41.4%
公 債 費公 債 費 8 億 3,841 万円8 億 3,841 万円 4 億 1,809 万円4 億 1,809 万円 49.9%49.9%
諸支出金諸支出金 8 億 1,545 万円8 億 1,545 万円 1 億 1,627 万円1 億 1,627 万円 14.3%14.3%
教 育 費教 育 費 8 億 4,509 万円8 億 4,509 万円 3 億 2,071 万円3 億 2,071 万円 38.0%38.0%
土 木 費土 木 費 7 億 2,539 万円7 億 2,539 万円 2 億 831 万円2 億 831 万円 28.7%28.7%
そ の 他そ の 他 22 億 5,973 万円22 億 5,973 万円 7 億 2,792 万円7 億 2,792 万円 32.2%32.2%

特別会計・公営企業会計予算の執行状況
会　計　名 予 算 額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険（事業勘定） 16 億 2,757 万円 5 億 6,820 万円 34.9% 5 億 9,863 万円 36.8%
国民健康保険（施設勘定） 13.5 万円 5.9 万円 43.7% 6.4 万円 47.4%
後期高齢者医療保険 2 億 3,234 万円 8,743 万円 37.6% 8,597 万円 37.0%

介護保険 19 億 4,563 万円 7 億 8,813 万円 40.5% 7 億 7,991 万円 40.1%
公共下水道事業 1 億 6,006 万円 1 億 1,699 万円
農業集落排水事業 6,183 万円 5,769 万円
水　道　事　業 1 億 8,737 万円 1 億 827 万円

町の財産

土　　地 4,024 万 3,854.19㎡

町の借金
町　　債 71 億 5,197 万円

建　　物 7 万 1,460.50㎡
山　　林 3,882 万 9,082.23㎡

一時借入金 0 円
基　　金 33 億 8,990 万円

※執行中の事業費は、支出済額に含まれていません。

財政状況財政状況
《令和７年度上半期》《令和７年度上半期》 一般・特別会計

予算の執行状況

（上半期）

公営企業会計予算

の執行状況

（上半期）

問総務課　財政係　☎33-3111☎33-3111

宝くじ助成金で備品を整備しました
市町村振興宝くじ（サマージャンボ）の収

益金を財源としている、公益財団法人長野県
市町村振興協会の地域活動助成事業（地域防
災組織育成助成事業）を活用し、山ノ内町消
防団が防火長靴を 135 足整備しました。備
品として各地区の詰め所等に配備され、地域
住民を災害から守るため更なる消防団の活躍
の一助となることが期待されます。

この事業は、宝くじの社会貢献広報事業の
一環として地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上を目的に行われています。

◀整備された
　防火長靴

問未来創造課　地域創造係　☎33-3113

　町総合計画審議会　
　第6次総合計画後期基本計画に対する答申書を提出

11 月 14 日、町総合計画審議会（委員長　高
た か ぎ

木幸
こ う い ち ろ う

一郎氏）か
ら、第６次山ノ内町総合計画後期基本計画の答申書及び実施計
画（令和 8 年度～令和 10 年度）についての意見書が平澤町長
に提出されました。

第６次総合計画後期基本計画は、令和８年度から 12 年度ま
での 5 年間で町が行う施策の方針や指標を示すもので、町民
アンケートや若者ミライ会議、住民説明会等から町民の声を集
約し、約半年間審議会で審議した結果の答申となります。

委員長から、町と町民が協働し、計画の実現に向けて確実に
各事業を実施していけるよう取り組んでほしいとの意見が述べ
られました。

問未来創造課　地域創造係　☎33-3113

◀答申書を提出する
　　高木委員長（左）

▶詳しくはこちら
　（町 HP）

3 令和７年12月 広報



志賀高原ロマン美術館に隣接する
上林総合案内所を新設。
地獄谷野猿公苑への観光客に対す
る情報提供も強化し、より充実した
おもてなしの拠点としてスタートを
切りました。

観光の新たな拠点誕生！
上林総合案内所がオープン

2025

３都市目となる国際友好都市とし
てサン・ジェルヴェ・レ・バン市と
協定を締結。
観光、教育、文化、スポーツなど幅
広い分野での協力を進めていく予
定です。

１月
フランスのサン・ジェル
ヴェ・レ・バン市と
友好交流協定を締結

山ノ内町

10大ニュース

３月

断続的に降り続いた湿った雪の重みにより、被害
を受けたぶどう棚の復旧に、町民、関係団体など
が一体となって取組みました。
延べ485 人の協力により、農家の生活と地域産業
の復興を力強く支えました。

復旧の絆！
大雪で倒壊のぶどう棚を延べ485 人の
尽力で再生こどもたちのより良い学びの環境実現を目指し、学校統

合に関する基本方針が決定しました。
今後は、令和12 年度の開校に向けた検討・準備が本格
化します。

未来への第一歩！
山ノ内町統合学校の基本方針を正式決定

町制施行70 周年を祝い、夏祭り山
ノ内どんどん（約3,500 人が来場）
を盛大に開催。
また、つけ麺誕生70 周年記念トー
クイベント、宇宙飛行士毛

も う り

利衛
まもる

氏
の講演会のほか、町民主催の多彩
な事業が、節目の年を彩りました。

山ノ内町制施行70 周年
記念を盛大に祝う！

4令和７年12月 広報



今年も「広報やまのうち」をご覧いただき、ありがとうございました。
2025年もあとわずか。この一年、皆さまにとってどんな年でしたか。
今月号では、2025年における町の主なできごとを10大ニュースとしてまとめました。
2026年も、皆さまにとってより良い年でありますように。

3月

「山ノ内町こども基本条例」を制定
し、こどもの最善の利益を尊重する
指針を確立。
また、教育支援センター「ひだまり」
とこども家庭センターを開所し、支
援体制を強化しました。
（写真は「ひだまり」）

「こども基本条例」施行！
支援センター「ひだまり」
こども家庭センター開所

７月

官民連携で進める香りによるまち
づくりから香りブランド「雪水香」
を発表。杉の枝葉をアップサイクル
し、町の魅力を香りで表現。地域の
活性化を目指します。

「雪
せ き す い か

水香」誕生！
町の魅力を香りで伝える
オリジナルフレグランス

町の全域が、「ユネスコエコパーク
（生物圏保存地域）」に指定。自然
保護と持続可能な地域開発の両立
を目指す取り組みが、国際的に認
められ世界的な評価を受けました。

世界が認めた！
町内全域が「志賀高原
ユネスコエコパーク」に
指定される

12月

町内出身・在住の星河真一郎選手が、聴覚障が
い者の国際的なスポーツ大会である「東京2025
デフリンピック」のサッカー日本代表として出場。
町民の大きな期待を胸に激闘の末、見事銀メダ
ルに輝きました。（写真中央）

夢舞台へ！
星
ほ し か わ し ん い ち ろ う

河真一郎選手がデフリンピック
サッカー日本代表として出場
見事に銀メダルを獲得

10月

向こう5年間の町の施策の柱となる「第6次総
合計画後期基本計画」が議会で議決されまし
た。
未来の山ノ内町を形作る重要な計画が始動し
ます。

町の未来を形作る！
「第６次総合計画後期基本計画」が
議決される
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ふるさと寄附金「“オラ”のふるさと応援貨」
黒
田
　
哲
平

高
木
　
和
彦

渭
原
　
哲

池
川
　
敦
俊

谷
中
　
一
生

竹
花
　
心
太

高
島
　
一
彰

山
川
　
純
逸

佐
藤
　
康
彦

谷
澤
　
文
英

藤
本
　
毅

青
木
　
直
之

増
田
　
隆

古
橋
　
孝
夫

宮
川
　
一
朗

滝
澤
　
辰
美

山
本
　
秀
一

手
島
　
啓
幾

田
邉
　
康
祐

佐
藤
　
秀
則

李
　
成
哲

延
藤
　
秀
樹

吉
田
　
俊
之

高
野
　
清
和

中
村
　
光
宏

櫻
井
　
定
子

関
谷
　
純
一

関
　
亮
介

小
山
田
　
淳

青
山
　
秀
夫

ジ
ャ
ー
マ
ン
　
ル
ー
ス

上
坊
寺
　
亨

尾
崎
　
康
二

今
井
　
伸
幸

中
田
　
秀
彦

須
山
　
綾

五
十
嵐
　
竜
二

大
西
　
淳
児

大
野
　
貴
之

植
　
好
行

堀
内
　
耕
太

齋
藤
　
和
亮

松
田
　
譲

西
山
　
拓
洋

江
川
　
和
宏

横
枕
　
憲
治

岩
田
　
浩
希

石
橋
　
昌
明

板
垣
　
賢
二

島
田
　
正
一

山
本
　
孝
司

末
岡
　
仁

江
下
　
耕
一

寺
島
　
知
己

宮
添
　
裕
起

福
永
　
晃

中
山
　
創

神
部
　
圭
一

出
口
　
慧
英

長
澤
　
健
一

碓
氷
　
純
子

箱
﨑
　
飛
鳥

小
野
　
仁
嗣

海
野
　
行
宏

西
村
　
桂
一

渡
邉
　
景
子

林
　
加
代
子

小
林
　
英
恵

森
田
　
悦
弥

長
島
　
大
暁

池
田
　
尚
史

久
保
　
あ
け
み

開
發
　
功
太
郎

志
賀
　
光
洋

鏑
木
　
收

日
出
口
　
昌
広

山
﨑
　
ち
ず
子

山
﨑
　
春
男

松
本
　
和
幸

森
島
　
繁
生

松
本
　
茂
一

杉
山
　
正
歩

馬
渕
　
泰
至

浅
野
　
一
樹

栗
田
　
理
生

北
澤
　
大
輔

居
戸
　
利
明

工
藤
　
久
徳

黒
澤
　
正
樹

齋
藤
　
真

國
井
　
智
子

石
田
　
和
久

田
中
　
恵
理
子

井
上
　
健
次

猿
子
　
一
裕

池
上
　
善
己

南
塚
　
清
子

荒
井
　
由
紀
子

近
藤
　
幸
司

原
　
宏
一

多
々
納
　
真

上
田
　
千
鶴

岸
上
　
純
一

南
　
繁
樹

土
本
　
純
孝

渡
邉
　
裕
昭

猪
股
　
裕
子

川
原
　
博
雄

齋
藤
　
清
之
輔

原
　
美
恵
子

安
部
　
聡
志

11 月 に 寄 附 を い た だ い た 方 ( 敬 称 略 )  
507 件総額   45,750,000 円 
了承をいただいた方のみ掲載しています。
大切に使わせていただきます。
ありがとうございました。

　テレビでは「紅葉が見頃です」と言っているのに、窓
の外ではすでに初雪がひらひら。雪国・山ノ内の夏がい
かに短く、そして儚いものかを、今年も改めて実感してい
ます。初雪の便りとともに訪れるのが、最高においしいり
んごの季節。白い景色と赤い実のコントラストは、この町
らしい冬のごちそうです。
　さて、去年の冬から挑戦してきた EC ※サイトについて、
町民の皆さまへご報告があります。
　技術的な開発は完成し、「よし、動くぞ！」というところ
まで辿り着きました。コーディングからデザイン、さらに
は物流・梱包・在庫管理まで、通販のリアルを学ぶ貴重
な経験となりました。ただ、EC を継続して運営していくに
は、商品の確保や安定した配送を担う専門チーム、そし
て持続的なリソースが欠かせません。
　現時点ではその体制を整えることが難しいという判断に
至り、今回の EC 事業は一旦休止となりました。楽しみに
してくださっていた皆さまには、本当に申し訳なく思って
います。とはいえ、このプロジェクトで得た知見は決して
無駄ではありません。山ノ内町の商品ポテンシャル、EC

運営に必要な条件が明らかになり、私自身のスキルの
幅も大きく広がりました。現在は、その経験を生かし、
アプリの開発や情報発信の強化など、より効果的な分
野へ力を注いでいます。
　夏に開発した訪日客の集計アプリは、これまで拾えな
かった観光客の動向をデータの形で可視化してくれてい
ます。そのデータを AI に分析してもらい、次のプロジ
ェクトにつなげられる可能性にワクワクしています。
　寒い冬が始まりますが、ありがたいことに山ノ内には
温かい温泉があります。私も温泉でゆっくり体を温めつ
つ、次のアイデアをじんわり育てていこうと思います。

▲初雪の日（湯田中駅前）

※ EC…Electonic Commerce（電子商取引）の略
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長野県のマッチングサイト「信州で働こう」に
登録して東京圏・愛知県・大阪府からの
人材採用を進めませんか？

町内事業者の皆さまへ

〇山ノ内町では東京圏(東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県)・愛知県・大阪府から移
　住し、就業または創業した方に、国や県と共同で「UIJターン就業・創業移住支　
援金」を支給する制度（単身の場合60万円、2人以上世帯の場合100万円支給、18　
歳未満の世帯員1人につき100万円加算）を実施しており、この制度で一般就業さ　
れる場合は長野県のマッチングサイト「信州で働こう」の求人に応募して採用され　
ることを要件としています。

　事業者登録することで、県外の求職者に広くアピールできます。
　また、県が運営しているので、信頼が高く応募に繋がりやすいのが特徴です。
　移住希望者にとって「移住支援金がもらえる求人」は大きな魅力です。

求人掲載は無料
事業者側の負担     

はありません！

マッチングサイトへの掲載については
長野県産業労働部労働雇用課 
☎ 026-235-7201 までお問い合わせください

問未来創造課　移住国際交流係　☎ 33-3113

▼ 町 UIJ 支援金
　サイトはこちら

　掲載開始の手続きはこちら

          POINT

山ノ内町 DX 推進室からのお知らせ

　町では、町民の皆さまにとって、「役場の手続きがわかりやすく、負担の少ないもの」となるよう、デジタル
技術の活用を進めています。

「おくやみ窓口」開始について

　大切な方を亡くされたご遺族の皆さまの手続きのご負担を少しでも減らすため、「おくやみ窓口」を開設します。

おくやみ窓口とは
・ご逝去に伴い必要となる各種手続きを、職員がご案内・サポートします。
・事前予約制により、手続き内容の確認と書類準備をあらかじめ行い、当日の負担を軽減します。

ご利用のメリット
・故人の年齢やご状況、世帯構成などに応じて必要な手続きを事前に確認します。
・必要な申請書類を事前に準備し、記入・持参物のご案内をわかりやすくお伝えします。
・当日の待ち時間をできるだけ少なくし、スムーズに手続きが進みます。

施設予約システム構築中！

・すがかわ体育館、上林グラウンド、よませ活性化センター、やまびこ広場など町の施設について、町公式
　LINEから予約ができる「施設予約システム」を現在構築中です。

問未来創造課　DX 推進室　☎ 33-3113
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山ノ内町サンふじ
品評会を開催

山ノ内町は高品質な農産物が育つ優良な産地であ
り、農家の巧みな栽培技術、志賀高原より標高 2,000
ｍの志賀高原の清流により育てられた農産物は、市
場でも高い評価を受けています。

初の試み
山ノ内町で生産される農産物が広くお客様に愛

され、地域ブランドとしての統一認識を得て「や
ま の う ち 」 ブ ラ ン ド と し て 広 く 情 報 発 信 さ れ る
こ と で、 生 産 者 の 技 術 向 上・ 生 産 意 欲 の 向 上 に
つ な が る こ と を 目 的 に 品 評 会 を 開 催 し ま し た。 
　今年度は初の試みとして、JA ながの、JA ながの志
賀高原りんご部会と共催で開催され、北信地域振興
局長、JA ながの関係者、大

だ い か お お さ か せ い か

果大阪青果株式会社、町
農業委員会長、女将の会による厳正な審査が行われ
ました。審査はリンゴの見た目（外観）と、食味値（糖
度や酸度など）のデータに基づいて行われ、出品物
は後日、大果大阪青果株式会社へ出荷されました。

厳しい自然環境を乗り越え結実！
宮
み や ざ わ き よ し

澤清志 JA ながの代表理事組合長は、「山ノ内町
のりんごは全国でも評価の高いものばかり。その商
品が並ぶなかで非常に甲乙付け難く、どれが選ばれ
ても胸を張れる素晴らしい作品ばかりです。

5 月 21 日の雹
ひょうがい

害や夏の干ばつなど、厳しい自然環
境のなかでこれだけ素晴らしい作品が出品されたこ
とを嬉しく思います。

全国各地にこの美味しいリンゴが届き、山ノ内町
のファンが増えることを願っています。生産力は高
齢化などにより段々と落ちていますが、これだけ素
晴らしいリンゴが出品されたことが何より嬉しいで
す。」と品評会に対する講評を述べました。

順位 賞 名前

1 最優秀賞 養
よ う だ

田　俊
としたか

崇（菅）

2 優秀賞 湯
ゆ も と

本　将
しょうへい

平（佐野）

3 優良賞 堀
ほりごめ

米　悠
ゆうすけ

佑（横倉）

4 優良賞 成
なるさわ

澤　泰
た い し

志（上条）

5 優良賞 山
やまもと

本　諭
さとし

（宇木）

順位 賞 名前

6 審査員賞 友
と も の

野　尊
たかひろ

弘（上条）

７ 審査員賞 湯
ゆ も と

本　章
あきひと

人（上条）

８ 審査員賞 下
し も だ

田　雪
ゆ き お

生（上条）

９ 審査員賞 古
ふるはた

幡　豊
とよかず

和（佐野）

10 審査員賞 山
やまぐち

口　創
そ う た

太（湯田中）

新人賞 山口　創太（湯田中）

【入賞者（敬称略）】 【市場による競りの結果】
（5kg/ 箱）

賞 金額

最優秀賞 200,000 円

優秀賞 100,000 円

優良賞 各 50,000 円

審査員賞 各 30,000 円

―高品質な32点が出品―
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作
文
の
部

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と
国
税
庁
及
び
町
納
期
内
納

税
推
進
協
議
会
で
は
、
将
来
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
身

近
に
感
じ
た
税
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
で
学
ん
だ
税
に
関
す
る

こ
と
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
知
っ
た
税
の
話
な
ど
を
題
材
と

し
た
作
文
を
書
く
こ
と
で
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
正
し

い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
で
、
昭
和
42
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
59
回
目
と
な
り
ま
す
。
中
学

３
年
生
55
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
会
に
お
い
て
、
次
の
と

お
り
７
作
品
の
入
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
納
期
内
納
税
推
進
協
議
会
で
は
、
合
わ
せ
て
「
税

に
つ
い
て
の
標
語
」
を
募
集
し
、
全
学
年
1
6
8
作
品
の
応
募

の
中
か
ら
10
作
品
の
入
選
を
決
定
し
ま
し
た
。

入
選
作
品
は
、
納
期
内
納
税
推
進
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
に
活
用
し
ま
す
。

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
・
標
語

入
選
作
品
決
定

長
野
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
山
ノ
内
町
で
学
ん
だ
税
の
大
切
さ
」

  ３年 
   杉

す ぎ と

戸 愛
つ ぐ み

実さん

佳
作

「
税
は
ス
ゴ
イ
！
」

３
年　

宮み
や
も
と本 
泰た

い
ち地　

さ
ん

「
明
る
い
未
来
へ
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
」

３
年　

山や
ま
ざ
き崎 

颯そ
う
た大　

さ
ん

信
濃
中
野
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
へ
の
思
い
」

  ３年 
   中

なかやま

山 咲
さ き

姫さん

山
ノ
内
町
長
賞

「
税
っ
て
何
だ
ろ
う
っ
て
思
っ
た
あ
の
日
」  ３年 

   井
い ど

戸 志
し は る

春さん

山
ノ
内
町
教
育
長
賞

「
税
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
社
会
」  ３年 

   山
やまぐち

口 庭
て ら

來さん

山
ノ
内
町
納
期
内
納
税
推
進
協
議
会
長
賞

「
私
た
ち
の
名
誉
」

  ３年 
   湯

ゆ も と

本 聖
み あ

彩さん

標
語
の
部

「
支
え
あ
う
　

　
　
税
で
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
　
私
た
ち
」

山
ノ
内
町
長
賞

１年　関
せ き

 心
み お り

桜里さん

「
納
め
よ
う
　

　
　
未
来
を
つ
く
る
　

　
　
　
　
　
そ
の
一
歩
」

総
合
県
税
事
務
所
北
信
事
務
所
長
賞

１年　山
や ま か み

上 璃
り り か

々花さん

「
税
金
で
　

　
　
世
代
を
超
え
て

　
　
　
　
　
助
け
合
う
」

山
ノ
内
町
納
期
内
納
税
推
進
協
議
会
長
賞

２年　太
お お た

田 滉
こ う し ろ う

士朗さん 3年　養
よ う だ

田 百
ゆ り あ

合彩さん

山
ノ
内
町
教
育
長
賞

「
税
金
は
　

　
　
社
会
の
た
め
の

　
　
　
　
未
来
の
た
め
に
」

杉
戸
さ
ん
、中
山
さ
ん
の
作
文
は
次
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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佳
作

「
気
づ
い
て
る
？　

税
は
生
活　

守
っ
て
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

３
年　

小こ
ま
つ松 

美み

き嬉
さ
ん

「
税
金
は　

み
ん
な
の
く
ら
し
を　

守
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
                                          　

　
　
　

１
年　

馬ま
し
ま島 

啓け
い
と人

さ
ん

「
税
金
で　

町
を
明
る
く　

未
来
を
よ
り
良
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
                                         　

　
　
　

 

１
年　

高た
か
そ
う相 
咲さ

く
ら花
さ
ん

「
税
金
は　

み
ん
な
の
た
め
に　

使
う
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
                                          　

　
　
　

１
年　

矢や

の野 

龍り
ゅ
う
い
ち一

さ
ん

「
税
金
は　

み
ん
な
の
未
来　

つ
な
ぐ
バ
ト
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                    　

  　
　
　
　

１
年　

山や
ま
ざ
き崎 

聡さ
と
み心 

さ
ん

「
税
金
は　

や
が
て
め
ぐ
っ
て　

皆
の
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
                                          　

　
　
　

２
年　

宮み
や
ざ
き崎 

莉り

お緒
さ
ん

　

私
は
長
野
県
山
ノ
内
町
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

山
や
川
に
囲
ま
れ
、
自
然
が
豊
か
で
、
四
季
の
景

色
が
綺
麗
な
町
で
す
。

　

ま
た
、
志
賀
高
原
や
温
泉
な
ど
を
目
的
に
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
普

段
の
生
活
の
中
で「
税
」
と
い
う
言
葉
を
意
識
す
る

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
校
で

の
授
業
を
通
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
は
税
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
身
近
に
感
じ
る
の
は
学
校
で
す
。
私
た
ち

が
毎
日
使
っ
て
い
る
教
室
や
体
育
館
、
図
書
館
の

本
、
冷
暖
房
の
設
備
、
校
舎
の
修
繕
な
ど
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
も
の
の
多
く
が
税

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
税
金
が
な
か
っ
た
ら
、
教
科
書
も
十
分
に

揃
わ
ず
、
快
適
な
環
境
で
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
が
あ
る
の

は
、
税
の
お
か
げ
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
ノ
内
町
の
行
事
を
通
し
て
も
税
金
の

役
割
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
や
ま
び
こ
広
場
で
開

か
れ
る
お
祭
り
で
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
会
場
の
準
備
や
整
備
、

安
全
の
た
め
の
警
備
な
ど
に
も
税
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
町
全
体
で
行
事
を
支
え
て
い
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
税
は
た
だ
の
お
金
で
は
な

く
、
人
々
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
絆
を
強
く
す
る
役

割
も
果
た
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

観
光
の
面
で
も
税
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
山

ノ
内
町
は
観
光
地
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
た

め
、
道
路
や
案
内
板
、
公
共
施
設
の
整
備
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
観
光
客
が
安
心
し
て
訪
れ
ら
れ
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
の
も
、
税
に
よ
る
支
え
が
あ
る
か

ら
で
す
。
観
光
は
守
り
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
私
は
大
人
に
な
っ
た
ら
税
を
納

め
る
立
場
に
な
り
ま
す
。
最
初
は「
税
金
を
取
ら

れ
る
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
学
ん
だ
こ
と
や
体
験
を
通
し
て
、
そ

の
考
え
方
は
変
わ
り
ま
し
た
。

　

税
は
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
り
、
町
や
国
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
大
切
な
お
金
で

す
。
自
分
が
納
め
る
税
金
が
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
や
町
の
発
展
に
役
立
つ
と
思
う
と
、
少
し
誇
ら

し
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。　

　

山
ノ
内
町
で
の
生
活
を
通
し
て
、
私
は
税
金
が

人
と
人
を
結
び
つ
け
、
町
を
豊
か
に
し
て
い
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
税
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
将
来
は
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
税
を
納
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
度
は
私
自
身
が
町
や
社
会
を
支
え
る
立
場
に
な

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
山
ノ
内
町
で
学
ん
だ
税
の
大
切
さ
」

３
年　

杉す

ぎ

と戸 

愛つ

ぐ

み実
さ
ん

長
野
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

信
濃
中
野
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
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信濃中野税務署管内の「税についての作文」中学校８校
344 編応募の中から、長野県納税貯蓄組合連合会長賞を受
賞された杉戸愛実さんが、11 月 13 日に一日税務署長に就
任されました。　署長訓示（作文朗読）を行うとともに、
キャッシュレス納付による利便の向上 PR 活動として、源
泉所得税のキャッシュレス納付体験を行いました。

11 月 26 日、信濃中野税務署長から西小学校に租税教育
の推進に尽力されたとして感謝状が贈られました。
当校は毎年 6年生の児童が税務署職員による租税教室
を受講し、「租税の役割や国民の納税義務」について学ん
でいます。

　

私
は
以
前
ま
で
、
税
金
の
こ
と
を
よ
く
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
家
族
は
、
両
親
と
兄
二

人
そ
し
て
私
の
５
人
で
す
。
父
や
兄
た
ち
は
ご
は

ん
を
よ
く
食
べ
ま
す
。
そ
の
た
め
母
は
よ
く「
食
費

が
た
く
さ
ん
か
か
る
ん
だ
よ
ね
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

売
り
物
に
は
消
費
税
が
か
か
っ
て
い
て
、
当
時

の
私
は「
消
費
税
や
そ
の
他
の
税
金
が
な
く
な
れ

ば
安
く
な
る
の
に
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

今
の
私
の
考
え
は
異
な
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
三

つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
医
療
費
を
一
部
補
助
し
て
も
ら
え
る

こ
と
で
す
。
私
が
住
ん
で
い
る
山
ノ
内
町
は
子
供

の
医
療
費
が
無
料
で
す
。
そ
れ
は
税
金
で
補
っ
て

い
る
か
ら
実
現
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
、
生
ま
れ
つ
き
ぜ
ん
息
の
疾
患
が
あ
り
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
花
粉
症
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

薬
や
注
射
な
ど
を
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
医
療

費
が
た
く
さ
ん
か
か
り
ま
す
。
で
す
が
、
医
療
費

が
無
料
に
な
っ
た
こ
と
で
、
負
担
が
な
く
な
り
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
警
察
や
救
急
車
な
ど
が
無
料
な
こ

と
で
す
。
税
金
が
な
け
れ
ば
、
警
察
も
救
急
車
を

呼
ぶ
こ
と
も
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
な

る
か
ら
で
す
。
有
料
に
な
る
と
、
救
急
車
を
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
ず
、
亡
く
な
る
方
が
増
え
て
し
ま
っ

た
り
、
警
察
が
動
け
な
く
て
、
犯
罪
が
増
え
て
し

ま
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
り
し
ま
す
。
今
は
、
犯
罪

は
あ
っ
た
と
し
て
も
困
っ
た
と
き
に
す
ぐ
助
け
て
も

ら
え
る
環
境
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

ご
み
収
集
車
が
あ
る
こ
と
で
す
。
税
金
が
な
け
れ

ば
道
路
が
陥
没
し
て
も
、
ひ
び
割
れ
が
ひ
ど
く

て
も
、
直
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
ゴ

ミ
収
集
車
が
有
料
に
な
っ
て
、
町
が
ご
み
で
あ
ふ

れ
か
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
小
さ
い
ひ

び
が
あ
る
道
路
は
見
た
こ
と
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

車
の
走
行
に
危
険
の
あ
る
道
路
を
見
る
こ
と
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
税
金
で
の
町
や
県
が
、

申
請
を
し
て
直
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
税
金
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
身
の
周

り
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
税

金
が
な
く
な
る
と
こ
の
環
境
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
考
え
る
と
、
税
金
は
生
き
て
い
る
以
上
み
ん

な
が
平
等
に
負
う
も
の
で
あ
り
、
大
切
な
も
の
な

ん
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
学
生
は
、
税
金
に
つ
い
て
知
る
機
会
が

少
し
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
機
会
で
、
私
は
税

金
に
つ
い
て
の
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。　

今
は
、

税
金
は
身
の
周
り
に
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
み
ん
な

の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
大
事
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
や
県
も
税
金
を
み
ん
な
の
た
め
に

な
る
こ
と
を
考
え
て
税
金
を
使
っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
、
税
金
に
つ
い
て
前
向
き
に
と

ら
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
税
金
へ
の
思
い
」

３
年　

中な
か
や
ま山 

咲さ

き姫
さ
ん

一日税務署長に就任　
中学３年生　杉戸愛実さん

西小学校　信濃中野税務署から感謝状

信
濃
中
野
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

▲関野税務署長（左）
　竹
たけうち

内西小学校長（右） ▲左から関
せきの

野税務署長、杉戸さん、水
みずの

野納税貯蓄組合連合会長
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問子育て支援センターゆめっこ　☎ 33☎ 33--47784778

Vol .168Vol .168 月の予定

11 月 19 日にクラシックコンサートを行い
ました。みんなで手遊びをしたり、季節の
歌をうたったりして楽しみました。素敵な
バイオリン・ピアノの演奏と、うっとりす
るような歌声に親子で癒されたのではない
でしょうか！

〇２月の予定
 ３日（火） 　豆まき
12 日（木）
 17 日（火）

　ぴよっこクラブ
ワークショップ

ゆゆめっこ通信　　 １

★マークのイベントは QR コードから

予約をお願いします。
 20 日（金） AI さんの親子ダンス

日　時 内　容

８日（木）
10：30～

ベビーヨガ
１歳までのお子さんが対象です。
持ち物：バスタオル、飲み物
★４日（日）までに予約をお願いします。（限定10組）

15 日（木）
集合
9：45 ～

ぴよっこクラブ保健・栄養相談
保健師・栄養士による身体測定・育児相談
持ち物：母子手帳・タオル・飲み物・子どもノートなど
★11日（日）までに予約をお願いします。

20 日（火）
10：00
～ 11：00

おもちゃの修理やさん
大切にしているおもちゃが壊れて困ってはいませんか。
※当日持って来られない方は、事前に「ゆめっこ」でお
預かりします。

21日（水）
10：30～

ワークショップ
節分の飾りを作ります。
★16日（金）までに予約をお願いします。（限定10組）

30日（金）
10：30～

１月生まれのたんじょう会
★誕生児は27日（火）までに予約をお願いします。

 27 日（金） たんじょう会

後期高齢者医療の医療費通知について
　長野県後期高齢者医療広域連合では、被保険者の皆様に健康や医療に関する理解を深めていただくととも
に、医療費が正しく請求されているかを確認していただくために、医療費通知を年１回送付しております。

今年度の送付スケジュールと対象期間

今年度は、以下の期間の診療分についての医療費通知を送付いたします。

送付時期　令和８年１月下旬ごろ 対象期間　令和６年11月診療分から令和７年10月診療分まで

確定申告（医療費控除）をご利用の方へ 　今年度送付する医療費通知には、作成都合により、
　令和７年11月・12月診療分について記載されません。

確定申告期間中に医療費控除の申告をされる場合は、以下の点にご注意ください。

・11月、12月診療分については、医療機関等の領収書を基に申告してください。

・令和７年11月、12月診療分の通知は、令和８年１月から令和８年10月までの診療分と併せて、
　令和９年１月下旬ごろの送付となります。

その他の注意事項

・該当の期間に医療機関等の受診があっても、データ作成（12月上旬）時点で被保険者が亡くなられて
　いる場合は医療費通知が送付されません。

・亡くなられた方の医療費通知が必要な場合は、お手数ですが下記問合せ先まで直接ご連絡ください。

問長野県後期高齢者医療広域連合　保健事業室　☎ 026-229-5320☎ 026-229-5320
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～学校統合だより No.4 ～

　11 月 16 日、山ノ内町文化センターにて統合学校を「町民みんなで創る」とい
う気運と当事者意識を高めることを目的に、「学校づくりシンポジウム～ 2030 や
まのうち義務教育学校への挑戦～」を開催しました。
　「新しい学校」を共通のテーマに、未来の教育について考える未来志向の前向
きなシンポジウムとなりました。

【第１部　座談会】　
   　「未来の学校」をテーマにした座談会

伏木氏：昔を懐かしむのではなく、「未来を生きるこど
もたち」のことを責任を持って考え、既存の概念を破り、

「こどもも大人も行きたいと思うような」学校を描くこ
とが大事です。

猿渡氏：未来の学校は「学ぶ」だけではなく、人が「出
会う」「楽しむ」場であり、様々な機能が合わさり「み
んなが集える場所」となり、山ノ内町のシンボルとな
ることが期待される。

伴氏：住民が気軽に立ち入れる場所や仕組みを校内
に作り、学校の敷居を下げ、こどもとともに大人が集ま
り学べるような場所にする。

講師による話から、参加者がそれぞれの
　「学校観」を捉え直しました。

▲登壇者（左から）
伏
ふ せ ぎ

木 久
ひ さ し

始氏、猿
さるわたり

渡 智
と も え

衛氏、伴
ばん

 美
み さ こ

佐子氏

「未来の学校を語る」

          POINT

【第３部　意見交換】　

参加者の声（抜粋）
・学校が町のシンボルになったら楽しいし、ワクワクし
　ます。

・中学生が学校づくりに関わろうとしていることに感動。
　周りに素敵な大人がいることもよいですね。

・この議論を結実させ「山ノ内町モデルの学校」を発
　信できれば、全国の過疎地域・中山間地域の地域
　づくりに一石を投じることができると思う。

▼動画でもご覧になれます
【第１部】【第 2 部】【第 3 部】

問こども未来課　学校統合準備係　☎33☎33-1102-1102

【第２部　パネルディスカッション】　
  「山ノ内町」に焦点を当てたパネルディスカッション パネリストとして３名の講師に加え、中学生２名、保

育園保護者、小学校長が参加しました。

「山ノ内町だからできる　これからの学校への期待」

中学生からの希望（未来の学校に向けて）
・将来の夢について、具体的な仕事内容が分からずは
　っきり言えないため、学校に様々な職業の人が来て
　仕事の話を聞かせてほしい。

・先生や親に相談できない悩みを話せるよう、卒業し
　た高校生など年齢が近い人が定期的に学校に来てく
　れると嬉しい。
大人の姿を見せる

・大人が「10 年生」（学校を活用して学ぶ大人たち）
　となり、学校の中で学ぶ場を作り、こどもたちに大
　人が生涯学んでいる姿を見せられるとよい。

学校に関わる様々な立場の方が、山ノ内町だからこそできること、これからチャレンジしたいことなどを
語り合いました。

未来を描く！
学校づくりシンポジウムを開催
未来を描く！
学校づくりシンポジウムを開催

          POINT



問健康福祉課　健康づくり支援係　☎ 33-3116

冬は風邪、インフルエンザやノロウイルスなど、感染症の流行しやすい季節です。
感染症の種類はいろいろでも、基本的な予防対策は同じです。家族みんなで予防対策をして元気に過ごしましょう。

①自分や家族の体調を気にかけましょう。
　自分の体調が悪いと感じる時、家族がいつもと違う様子の時は、注意深く体調を観察しましょう。
　無理な外出は控えたり、気になる症状があればかかりつけ医に相談しましょう。
②こまめな手洗いを徹底！
　石鹸を使って丁寧に洗いましょう。帰宅後、調理の前後、食事前、遊んだ後など、色々な場所を　

　　触った後が大切です。
③咳などの症状があるときは「咳エチケット」をしましょう。
　「咳エチケット」とは、自分の咳やくしゃみの飛沫で他の人に感染させないために、マスクやハンカ

　　チを使って口や鼻をおさえることです。人が集まる所ではマスク着用がオススメです。
④免疫力を高めましょう。
　免疫力が弱っていると感染しやすくなります。十分な睡眠をとること、バランスの良い食事を摂ること、
　疲れを溜めず休養を取ることを心掛けて免疫力を高めておきましょう。

感染症のシーズン到来！ 家族で徹底！

冬の感染症予防対策

POINT

（手洗い方法は上記 QR コードを参照）

▲衛生的な手洗い方法
　（厚生労働省 HP）

冬の対策！冬の対策！
水道を凍結から守りましょう水道を凍結から守りましょう
降雪などにより気温が下がると、水道管が凍って水が出なくなったり、破裂したりする恐れがあります。

【水道管が破裂した場合】

・水道管の修繕費用は自己負担となります。

・水漏れした分の水道代も請求されます。

【凍りやすい場所】 【凍結を防ぐには】
・屋外に設置してあり、外に露出している管

・陽が当たらず、風当りの強い場所
・凍結防止材を設置するなど適切な対策を
　行いましょう。

【凍結してしまったら】
・無理に蛇口を回さず、凍結部分をタオルなどで巻き、上からぬるま湯をかけゆっくり溶かします。

・蛇口、給水管が破損した場合は、町指定給水装置工事業者に修理を依頼してください。

▼水道管の修理に　
　ついてはこちら
　　 （町 HP）

問建設水道課　上下水道係・企業会計係　☎ 33-3114
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　町長と皆さんが山ノ内町の未来について語り合う「町長と未来について語ろう会」（全２回）を開催し、延べ
26名の方にご参加いただきました。未来に向けた活発な意見交換が行われましたが、その一部をご紹介します。 
　このほかのご意見やご質問、町長のビジョンや取り組みについては、町のホームページで会議録とし
て公開します。

町長と未来について語ろう会を開催しました！町長と未来について語ろう会を開催しました！

〇住宅の課題について

Q. 町内への移住を検討している方も住むところが少なく、なかなか定住に踏み出せずに困っている。
A. 町営住宅の設立や、アパート運営の補助など、様々な方法を模索しています。
　今後、民間や他の自治体の良い事例を参考にしながら検討していきます。

Q. 空き家や空き店舗の活用はどのようになっているのか。
A. 区などと協力し、空き家の実態調査や所有者特定、ワークショップを進めています。行政の介入が難しい　
　複雑な課題もありますが、区や地域住民、民間企業との連携強化やコミュニケーションを取りながら、最
　善の活用案がないか引き続き模索していきます。

〇観光について

Q. インバウンドの観光客向けかもしれないが、湯田中駅の売店（エキナカ）を現金も使えるようにしてほしい。
A. オープン当初、売店業務は一人体制であり、業務簡略化のために現金の支払いを不可としていました。
　今後は体制に慣れたことから、お客様の利便性向上へ、現金の取扱いを検討していきます。

Q. 大きな駐車場がなく観光客の人が色々なところに行きづらいように感じる。
A. 駐車場を整備することでさらなる誘客に繋がると思います。廃校跡地の活用や都市計画を連動させ、具体　
　的な整備計画における検討を速やかに進めていきます。

〇ゴミの排出量について

Q. 山ノ内町はゴミの量が多いが、ゴミを減らす取組みはしているのか。ゴミを減らすにはどのようにしたらよ　
　いのか広報誌や掲示板などで広める取組みをしたらどうか。
A. 以前からゴミの軽量化を進めており、実際にその頃から比べて 35％の削減を図っています。日ごろ啓発活　
　動はしており、コンポスト設置の補助金も活用いただき、ゴミ削減についてこれからも周知していきます。

▲ HP はこちら

 問総務課 総務係　☎ 33-3111

〇教育について

Q. 統合学校について、障がいのある子や、学校に行きづらい子など個別指導が必要な子に対して希望をもっ
　て通学できるような学校にしてほしい。
A. だれ一人として取り残さないよう、子どもも大人も安心してわくわく過ごせる学校を目指しています。アイデ　
　アや意見などあれば気軽に提案してください。

15 令和７年12月 広報
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町の文化財を訪ねよう㉚     

問生涯学習課　文化創造推進係　☎ 38-0373

　「須賀川の盆じゃもの」のルーツは長野市戸隠神社の宣
せんちょう

澄
踊
おど

りや念
ねんぶつおど

仏踊りだとされています。元
げんろく

禄元年 (1688)に中須
賀川割山地区に説教所として興

こ う ぜ ん じ

善寺が建立され、その後、
寛
かんせい

政元年 (1789)には釈
しゃく

西
せいしん

信が布教のためのご詠
え い か

歌と人々の
ための盆踊りを始めたとされています。
　「盆じゃもの」として本格的に地域に広がる要因となったの
は、弘

こ う か

化 4年 (1847)に発生した善光寺地震です。この地震
により興善寺が倒壊したため、当時の住職であった釈

しゃく

教
きょう

順
じゅん

が、寺の再建を目的に盆踊りを「興善寺盆じゃもの」として
広めました。
　最盛期の盆踊りは、男女の出会いの場としても踊られてお
り、須賀川全域から老若男女はもちろん、子どもたちまで多
くの人が集まり、夜

よ み せ

店が出て夜通し踊られていたと伝えられ
ています。
　以降、須賀川を代表する盆踊りとして定着したことで「須賀
川の盆じゃもの」と呼ばれ、地元である須賀川区が踊りを受
け継いでいます。
　また、平成 28年 (2016)に閉校した町立北小学校では、毎
年の運動会で子どもと住民が一緒になり踊っていました。
　現在では、「須賀川新そば祭り」や「町総合文化祭」など
で踊りが披露されています。

須
す が か わ

賀川の盆
ぼ ん

じゃもの

指定日　平成 5年（1993）12月10日
所在地　須賀川区
所有者　須賀川盆じゃもの保存会

町無形民俗文化財

「ながら防犯」活動を始めてみませんか？
～地域の安全は、日々の意識から～

　日常生活のなかで、防犯の視点を意識し、地域の異変や防犯上気になることがあれば、その情報を
警察に知らせることが犯罪被害を未然に防ぐことにつながります。この活動を『ながら防犯』と言い
ます。

〇誰でも・気軽に・いつでもできる活動です
特別な時間や労力は必要ありません。いつもの行動に「防犯」をプラスするだけです！

例えば、、、

・通学、通勤しながら
・散歩、ランニングしながら
・畑仕事しながら

〇地域の安心・安全を守るために
地域の皆さんが隣近所で声を掛け合うことにより、地域の連帯感が醸成され、犯罪の起きにくい
町の雰囲気をつくります。普段から、ちょっとだけ防犯を意識してみてください。

問山ノ内町防犯協会　☎33-3115
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腎臓とサプリメント
　今年度はＣＫＤ（慢性腎臓病）予防について掲載しています。2024年にサプリメントによる腎臓障害
が話題になりました。今回は腎臓とサプリメントについて掲載します。

サプリメントとは補う、補給という意味

　2019年国民生活基礎調査によると、男性21.7％、女性28.3％がサプリメントを利用しています。食事
だけでは不足しがちな栄養素や特定の成分を補うことを目的としたものです。
　たんぱく質（アミノ酸）・ビタミン・ミネラルなどが、食品と違い錠剤や粉状等になっているため、
成分が凝縮されており、手軽に摂取できる反面、一気に体に吸収されます。

問健康福祉課　健康づくり支援係　☎ 33-3116

サプリメントで必要以上に栄養素や成分が摂取された場合、腎臓はどうなるの？
栄養補給ができたとしても腎臓の仕事を増やしてしまう場合があります。

糸球体

尿細管

糸球体で濾
ろ か

過
して捨てます

たんぱく質の老廃物（クレアチニン、尿酸、尿素窒素な
ど）は腎臓からしか排泄できないので、腎臓の仕事を増
やします。

ミネラルは体の中の濃度を常に一定に保つように腎臓の
尿細管が排泄か再吸収か考えて調整しているので、取り
すぎは尿細管に負担がかかります。

水溶性のビタミンは体にいいと思って余分にとっても体
に蓄えるところがないので、尿から排泄されます。余分
にとっても無駄になってしまいます。

サプリメントとの上手な付き合い方 （参考：厚生労働省　健康食品の正しい利用法）

よくある誤解 対応

健康食品で病気が治る

・病気の治療には使えません。薬と同じように使用していると、病気の治
　療が遅れたり、症状が悪化することがあります。
・薬との併用はしない。健康食品の成分によっては、薬の効果が弱くなっ
　たり、副作用が強まったりすることがあります。使用する場合は、かか
　りつけの医師や薬剤師に相談。

健康食品はいくらとって
も害がない、薬と違って
副作用もない

・多種類を同時に摂取しない。健康食品の成分は研究の発展途上にあり、
　成分同士の相互作用などは未解明のものが多いです。多種類の摂取は健
　康被害の可能性を高め、原因究明も困難にします。

子どもや高齢者は食事か
ら栄養素がうまく取れな
いので健康食品を使うほ
うがいい

・正しい食習慣の獲得が優先。成長期の子どもの体への影響は解明されて
　いないことが多く、常用することで、本来身につけるべき食習慣が身に
　つかない可能性があります。
・病気の治療が優先。加齢によって免疫力等が低下している場合もあるの
　で、かえってマイナスの結果となることがあります。



問健康福祉課　福祉係　☎33-3116

民生委員児童委員
氏名 担当地域

児
こ だ ま

玉　尚
な お み

巳 志賀高原

兒
こ だ ま

玉　修
し ゅ う ご

悟 上林･原･美明･横丁･新屋

関
せ き

　知
ち あ き

明 沢･上･中･下･天川

山
や ま も と

本　里
り え

恵 湯ノ原一・二

風
か ざ ま

間　松
ま つ こ

子 湯ノ原三・町住

児
こ だ ま

玉　信
の ぶ よ し

喜 横湯

山
や ま も と

本　奈
な み こ

美子 渋湯

羽
は た

田　京
き ょ う こ

子 安代

宮
み や ざ き

崎　淳
じ ゅ ん こ

子 金倉・みろく

湯
ゆ も と

本　幸
さ ち こ

子 脚気の湯･千代の湯･大湯･綿の湯

黒
く ろ い わ

岩　美
み え こ

恵子 わしの湯・滝の湯

宮
み や ざ き

﨑　のり子
こ

 新湯田中

小
こ ま つ

柗　明
あ け み

美 星川一・二上

畔
あ ぜ が み

上　恵
え み こ

美子 星川二下・三

小
こ ば や し

林　幸
さ ち こ

子 湯河原一

宮
み や ざ わ

沢　美
み ゆ き

由紀 湯河原二

佐
さ と う

藤　綾
あ や

西上・西下・栄台地

小
こ ば や し

林　 一
はじめ

下手・和田・和田県住

関
せ き

　文
ふ み こ

子 中村・東村・吉沢・堤

山
や ま も と

本　秀
ひ で よ

代 宮・薬師

小
こ ば や し

林　和
わ い ち

市 佐野上・鎧堂

宮
み や ざ き

﨑　淳
じ ゅ ん こ

子 横堰・立川

黒
く ろ と り

鳥　正
ま さ ひ で

英 角間

氏名 担当地域

小
お が わ

川　桂
け い い ち

一 穂波大湯・元湯一

清
し み ず

水　とき子
こ

元湯二・西湯

鈴
す ず き

木　リツ子
こ

寒沢

大
お お ば

硲　正
ま さ み つ

光 菅

春
す は ら

原　八
や え こ

重子 戸狩

髙
た か ぎ

木　盛
も り か ず

一 本郷上

堀
ほ り う ち

内　喜
よ し ひ さ

久 本郷下

岡
お か だ

田　京
き ょ う こ

子 宇木下

山
や ま も と

本　和
か ず こ

子 宇木上

池
い け だ

田　元
も と こ

子 横倉二・横倉三

渡
わ た な べ

辺　利
と し お

雄 横倉一

宮
み や つ

津　則
の り こ

子 前坂

萬
ま ん ね ん

年　義
よ し ひ さ

久 苗間

德
と く た け

竹　長
な が こ

子 乗廻・竜王

保
ほ さ か

坂　しげみ 中須賀川

北
き た ざ わ

澤　善
よ し の ぶ

延 土橋・丸山・小丸山

丹
た ん じ

治　静
し ず え

枝 下須賀川・八丁原

川
か わ ら さ き

原﨑　京
き ょ う こ

子 表落合・裏落合

12 月 1 日に厚生労働大臣から委嘱を受けた、新しい民生委員・児童委員・主任児童委員が活動を始めています。
（任期：令和 10 年 11 月 30 日までの 3 年間）

私たちは、地域の皆さまが安心して暮らせるように、日々の生活で困っていることや悩みごとについて、秘密をしっ
かり守りながらお話を伺う身近な相談相手です。行政や福祉施設など、皆さまに必要な支援におつなぎする頼れる
応援者として、見守りや情報提供を通じて地域全体の幸せづくりをお手伝いしています。どうぞお気軽に、私たち
にご相談ください。

あなたの地域を支える 頼れる相談役

主任児童委員
氏名 担当地域

関
せ き

　ひろみ 全町（東部）

佐
さ と う

藤　重
し げ こ

子 全町（南部）

小
お が わ ら

河原　康
や す た か

貴 全町（西部・北部）
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広告

広告

広告

広報やまのうちに広告を掲載しませんか広報やまのうちに広告を掲載しませんか

有料広告募集中！有料広告募集中！
申込方法、料金等については申込方法、料金等については
町ホームページをご覧いただくか、町ホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください。お問い合わせください。

問総務課総務係　☎ 33-3111

広告

広告

広告
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氏　名 保護者 地　区

北
ほうじょう

條　史
し ほ

歩 圭佑
芙美 みろく

佐
さと う

藤　澪
みこ と

采 雅
智恵美 戸狩

令和7年11月１日から11月30日までに町に掲載希望の届け出があったものです。
（届け出による記載、敬称略）

※�

詳
し
く
は
蟻
川
図
書
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
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新
刊
案
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」「
利
用
の
手
続
」
を
ご
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。
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川
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書
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ボ
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垣
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人
作
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ｅ
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真
っ
白
な
生
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物
の
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●乳幼児健康診査　保健センター

心配ごと相談
１月９日(金)　10:00 ～ 12:00
土地、財産、行政への要望など、どのよう
なことでもお気軽にご相談ください。相談
無料、秘密は固く守られます。なお、相
談を希望される方は、事前予約をお願
いします。

件　数    0件    (15)
死　者    0人      (0)
傷　者    0人    (16)
※累計は変動します

火　災      1件    （8）
救　急   　77件 （997）
救　助      2件  （15）

31,949 円
前年比  +12.8％

10,947 人
男       　5,352 人
女     　  5,595 人
前月比   △ 13 人

5,028 世帯
前月比 △ 5 世帯

平均気温
6.6℃

（7.8℃）
最高気温

17.8℃
≪ 11/17 14：37 ≫

最低気温
-2.3℃

≪ 11/20　6：08 ≫
降水量 43.0mm

（56.9mm）

人口 12.1 現在
( 住民基本台帳 )

気象　11 月
( ) は過去 5 年間の

平均

国保加入者一人
当たり支払った

医療費  10 月

交通事故 11 月
( )は１月からの累計

119 番情報 11 月
( )は１月からの累計

『広報伝言板』
『ホームページ』も

ご覧ください
町からのお知らせ、イベ
ント・講演会の開催、参加
者等募集などは、月２回

（10日頃と25日頃）発行の
『広報伝言板』をご覧くだ
さい。

問健康福祉課介護支援係　☎33‐8411
場所　地域福祉ｾﾝﾀｰ健康相談室

りんごきんとん
料理タイトル

作り方

食生活改善推進協議会
おすすめレシピ

食生活改善推進協議会より
　 ～お正月にいかが～

クチナシを入れることで鮮やかな
黄色に仕上がります。

①	さつまいもは輪切りにして厚めに皮をむき、30分ほど水にさらし、アクを抜く。
②	①にクチナシの実を加え、やわらかくなるまで茹でる。ゆで汁を少し捨て、熱いうちにつぶして裏ごす。
③	りんごは皮をむいて、1.5㎝の角切りにする。耐熱ボウルにりんごと★を入れ、電子レンジ600Wで３
～５分、火が通るまで加熱する。

④	鍋に裏ごししたさつまいも、③の煮汁、◆を入れて混ぜ、中火で練り合わせる。固ければ水を加えて調
整する。

⑤	最後に③を加え、もうひと練りして仕上げる。

＜材料＞（４人分）
さつまいも　　　250g　　
クチナシの実　　　
紅玉りんご　　　１個
★砂糖　　　　　 35g
★レモン汁　　　少々

　表示分量(1人分)　
・エネルギー　160kcal 
・たんぱく質　 0.8ｇ
・脂質　　　　 0.2ｇ   
・食塩相当量　 0.2ｇ

問健康福祉課健康づくり支援係　☎ 33-3116  

毎週月曜日　9:00~12:00　全町民対象
●健康相談　保健センター

※当番医師は、変更になる場合があります。

中野保健センター内(信州中野駅前)☎23-2255　
9:00~12:00、13:30~17:00 

●中高医師会 休日診療所

１/１（祝） 徳竹医師 １/２（金） 豊川医師
１/３（土） 今井医師 １/４（日） 油井医師
１/11（日） 保倉医師 １/12（祝） 安部医師
１/18（日） 坂江医師 １/25（日） 半田医師●母子健康相談 ※要予約

母子コーディネーター・栄養士による個別相談です。
健康づくり支援係までお問い合わせください。

１/ ６（火）12：45 ～ 13：15（受付） １歳６か月児
２歳児

◆砂糖　　　　　35g
◆みりん　  大さじ1/2
◆塩　　     小さじ1/8

	 		 	いろいろな暴力についての相談

夫やパートナーから身体的な暴力、ことば
や態度による暴力等でお悩みの方はご相
談ください。

問生涯学習課　☎38‐0373
	 長野県女性相談センター
	 ☎026‐235‐5710
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第６次総合計画将来像　未来に羽ばたく　夢と希望のある　健康な郷
ま ち

土

11/7 やまのうちESD交流会を開催

町内小学校 3 校の 6 年生 72 名による「やまのう
ち ESD 交流会」が文化センターで開催されました。
各校の学習成果を発表し、グループ討議を通じて
ふるさとへの関心と郷土を愛する心を育む良い機
会となりました。こどもたちは互いの取り組みを
聞き合い、交流を深めました。

11/25 友好の証！リンゴ収穫で深まる絆

足立区との友好自治体提携 30 周年を記念して庁舎
前に植樹された「友好のリンゴ」を、よませ保育
園の園児たちが楽しく収穫しました。この貴重な
体験は、子どもたちの素敵な思い出に。収穫され
たりんごは町内保育園のほか、足立区のイベント
でも配布され、友好の絆を再認識する機会となり
ました。

11/26 エステー（株）様より心温まるご寄附

エステー株式会社（東京都新宿区）様より、本
格的な冬の到来を前に、使い捨てカイロなど段
ボール箱 20 ケース分のご寄附をいただきました。 
温かいご支援に対し、厚く御礼申し上げます。い
ただいた品物は、今後、町の社会福祉活動などで
有効に活用させていただきます。

12/6 志賀高原、待望のシーズンイン！

志賀高原一の瀬ファミリースキー場にて、「志賀高
原オープニングフェスティバル」が開催されまし
た。当日は、雲一つない晴天に恵まれ、雪山が美
しく輝くなかで、ウィンターシーズンの安全祈願
式やリフト券が当たる抽選会も行われ、多くの参
加者でスキー場は賑わいました。

よませ保育園

園児たちの素敵な発表が終わった
後、鈴の音とともにサンタクロー
スが姿を現し、一人ひとりに素敵
な贈り物が手渡されました。
子どもたちは歓声を上げ喜んでい
ました。

12/11 クリスマス会
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